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自己紹介
• キャルちゃん(とtwitterでは名乗らせていただいております) 

• (量子)アニーリング, 組合せ最適化, 量子回路 @ Jij Inc. 

• 大学院生時代 

- 磁気流体計算で銀河磁場の研究 

- スパコンで走らせるソフトウェアをC言語で開発 

- アウトリーチ活動  

• 結婚を機に🇺🇸ユタ州に移住 (2020年8月~) 

•       : https://twitter.com/tweetnakasho 
• website: https://github-nakasho.github.io
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キャルちゃんの論文チェック



キャルちゃんの論文チェックとは？
• astrophチェック: 宇宙物理系のarXiv新着論文チェック 

毎日夜7時(日本時間では昼10時)ごろTwitter TLに流す 

• quantphチェック: 量子情報系のarXiv新着論文チェック 

毎日昼過ぎ3時(日本時間では朝6時)ごろTwitter TLに流す

子育てに忙殺され現在は 

Astrophチェックはできてないわ



キャルちゃんの論文チェックのメリット
• どんな研究が世界で行われているかのキャッチアップ 

• 世の中より先に知識を仕入れることができる 

• Twitterでみんなから注目される (たまにプチバズする
勉強のモチベーションは 
人それぞれよね



キャルちゃんの論文チェックのデメリット
• 自分の時間が取られる (他にやりたいことがあるのに… 

• 正しく要約できているか不安になる (英語力とその分野の理解 

• 純粋に日々続けるのが辛かったりする まぁ人間だものね



ArXivとは



チェックしているwebsite
• アーカイブ: https://arxiv.org/ 

• 世界中の人が査読済み論文や研究ノート・講義ノートを投稿している 

• 査読というシステムがないので、信頼性は査読雑誌よりは低い？

https://arxiv.org/


ArXivの分類
• Physics 

(Astrophysics, Condensed Matter, General Relativity and Quantum 
Cosmology, High Energy Physics, Mathematical Physics, Nonlinear Science, 
Nuclear Physics, Physics, Quantum Physics) 

• Mathematics 

• Computer Science 

• Quantitative Biology 

• Statistics 

• Electrical Engineering and System Science 

• Economics



チェックしている場所
• アーカイブの”new”の部分



チェックしている場所
• New submissions: そのトピックスに沿った投稿論文 

• Cross-lists: そのトピックスがメインではないが、サブとして入っている投稿論文 

(例: メインはgr-qcだが、天体物理も絡むのでastro-phも入っているなど) 

• Replacements: 以前に投稿されたものの再投稿



ArXivに掲載される本数
• Astroph: 平均50-70本 (多い日で100本越え) 

-> その中から個人的に面白いと思ったものを5-8本くらい抽出 

• Quantph: 平均20-40本 (多い日で60本くらい) 

-> 同じく10-20本くらい抽出



論文チェックの仕方



論文チェックの流れ
1. Titleを読む



論文チェックの流れ
2. Titleを読んで「面白そう」「自分に必要」と感じたら、abstractを読む 

(Titleだけで判断できなければabstractで判断しても良い)



論文チェックの流れ
3. 躊躇なくabstractをDeepLにぶち込む 

(専門用語やカンマ区切りの多い文章などは正しく訳せない場合があるので、 

日本語と英語を照らし合わせながら読む) 

(論文のabstractは1000-1500字程度、DeepLは無料で5000字まで翻訳可能) 

(DeepLの画面で見やすいように改行を入れると良い)



論文チェックの流れ
4. (Twitterなどに要約を掲載する場合)130字程度でその論文の主要な結果を綴る 

5. 重要(そう)な図もスクリーンショットに撮り、4つまでを掲載する



論文チェックの流れ
* そもそもどれを読んで良いかわからなければ… 

論文が掲載された雑誌・著者などで判断しても良い (非推奨…だが良く使う手) 

Nature Astronomy: 14.4 

Astrophysical Journal Letters (ApJL): 8.2 

Astrophysical Journal (ApJ): 5.9 

Astronomy & Astrophysics (A&A): 5.8 

Monthly Notices of the Royal Astronomical Society (MNRAS): 5.3 

Physical Review D: 5.3 

Publications of the Astronomical Society of Japan (PASJ): 5.0



例を実演



例: Magnetic Field Reversal around an Active Fast Radio Burst

The environment of actively repeating fast radio bursts (FRBs) has been shown to be complex 
and varying. 
The recently localized FRB 20190520B is extremely active, has the largest confirmed host 
dispersion measure, and is only the second FRB source associated with a compact, persistent 
radio source (PRS). 
The main tracer of the magneto-ionic environments is the rotation measure (RM), a path-
integral of the line-of-sight component of magnetic field strength (B) and electron density, 
which does not allow a direct probe of the B-field configuration. 
Here we report direct evidence for a B-field reversal based on the observed sign change and 
extreme variation of FRB 20190520B's RM, which changed from ∼10000 rad 
m−2 to ∼−16000 rad m−2 between June 2021 and January 2022. 
Such extreme RM reversal has never been observed before in any FRB nor in any astronomical 
object. 
The implied short-term change of the B-field configuration in or around the FRB could be due to 
the vicinity of massive black holes, or a magnetized companion star in binary systems, or a 
young supernova remnant along the line of sight.
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一番言いたいのはココ 

We report/find/show/propose/provide/demonstrate … などは特に重要
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ここまでは研究の背景 

これまででわかっていること、 
これまでの研究の問題や未解決部分など
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今回の発見から示唆されること 
将来的な発展性など
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論文を読んだ後は…



GitHubのリポジトリにissue登録
• Issueタイトルに読んだ論文のタイトルをそのままコピペ、内容部分に要約などを
コピペするだけ。



GitHubのリポジトリにissue登録
• ラベルをつけて「どのような論文か」を大別することができる

宇宙物理 量子情報



結言



結言
• 論文チェックは、その分野の良い勉強になる 

• 英語が読めない -> 和訳や理解を助けるツールをバンバン使おう 

• まずは一つ、興味があるものから読んでみると良いかも 

• GitHubなどでどんな論文を読んだか管理すると、あとで見返すのがラク



躊躇なくご質問ください！
より細かいことや 

みんなの前で聞きづらいことなら 

お気軽にDMよ！


